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このたびは、 「オシロ機能付きセ ッ ト 」 をお買い上げいただき、 ま こ とにあ りがと う ございます。
ご使用の前に、 本書をよ く お読みにな り、 正し く 安全にお使い く だ さい。

パソ コ ン側オシロスコープ ソ フ ト は、 （以下、 「DST-i」） のオシロ付きモデル用ソ フ ト ウ ェ アです。
DST-i のオシロな し モデルおよび DST-i 以外のハー ド ウ ェ アでは使用できません。

はじめに
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本製品は、 適切な訓練を受け、 技能を身につけた自動車専門技術者によ り使用される ものです。 以下、 取
扱説明書を通じ て示されている安全メ ッ セージは、 本製品を使用する際に十分注意すべき こ と を使用者に
促すものです。

車両の診断 ・ 整備には、 作業を行う個人の技能と と もに、 多種多様な作業手順、 技術、 工具、 部品などを
使用し様々な結果が考えられるため、 それらすべての状況を網羅するア ドバイスや安全メ ッ セージを提示
する こ とはできません。 従って、 診断システムについて十分な知識を持つこ とは自動車専門技術者の責任
です。 適切な診断 ・ 整備の方法や処置のために活用し、 あなたの安全、 作業場にいる他の人の安全、 加え
て、 診断する車両や装置の安全を損なわないよ う、 適切な方法で作業を行う こ とが重要です。

本製品を使用する前提と し て、 使用者は車両システムを十分理解し ている ものと想定し ています。 本製品
を、 適切、 安全、 正確に使用するためには、 本製品の操作方法だけでな く 、 車両システムの原理も十分理
解する こ とが必要です。

本書では、 警告 ・ 注意を促す内容や禁止の行為に記号を用いています。 その表示と意味は次のとおり です。
内容をよ く 理解し てから本文をお読み く だ さい。

安全にお使いいただ く ために

警告 誤った取扱いによ り、 死亡や重傷などの重大な事故に結び付 く 可能性が大き
いもの。

注意 誤った取扱いによ り、 傷害を負う可能性、 または物的傷害の可能性がある も
の。 状況によ っては重大な結果に結び付 く 可能性がある もの。

禁止 取扱いにおいて、 禁止と なる行為。

強制 取扱いにおいて、 遵守し なければならない行為。
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製品取り扱い上の警告 ・ 注意

警告
「安全な診断を行う ためには」 に記載されている注意事項に従い、 診断 ・ 修理作業を実施し て く
だ さい。

参照 ： P.v 安全な診断を行う ためには （安全にお使いいただ く ために）

本製品を使用する前には、 診断する車両または装置のメ ーカーによ り提供されている安全メ ッ
セージや適用診断手順も参照し、 それに従って く だ さい。

注意事項に従わない場合、 事故を引き起こす恐れがあ り ます。

走行中に作業を し ないで く だ さい。

事故にな る危険があ り ます。

ケーブルは、 作業者または運転制御装置に絡まるよ う な取り回し方を し ないで く だ さい。

事故を引き起こす恐れがあ り ます。

発熱、 発火、 破裂または感電の原因と な り ますので、 以下のこ と を必ず守って く だ さい。

-本製品を分解、 改造し ないで く だ さい。

-本製品の定格電圧を超える電源に接続し ないで く だ さい。

-プローブなどを、 定格を超える電圧部分に接続し ないで く だ さい。
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注意
作業を実施する前に、 車輪に輪止めを し て動かないよ う にし て く だ さい。

事故を引き起こす恐れがあ り ます。

車両の下などの目に見えに く い場所で作業する場合、 必ずス タータ スイ ッ チ （イグニシ ョ ンス
イ ッ チ） を OFF にし、 車両が絶対に動かないよ う にし て く だ さい。

事故を引き起こす恐れがあ り ます。

エンジン始動や車両を移動する際は、 周り に他の作業者がいないこ と を確認し てから行って く
だ さい。

ECU やイ ンジ ェ ク タには 100V を超える高電圧が発生し ています。 作業を行う際は、 感電に十分
注意し て く だ さい。

部品を取り外す際は、 バッ テ リーのアース線を取り外し てから作業し て く だ さい。

コネク タ または車両の電気端子を接続し た り取り外す際は、 特別な指示がない限り、 必ずス
タータ スイ ッ チ （イグニシ ョ ンスイ ッ チ） を OFF にし て く だ さい。

車両側電気回路の損傷を引き起こす恐れがあ り ます。

回転物の近 く で作業を行う際は、 安全メ ガネや保護衣服を着用し て く だ さい。

回転するエンジンによ り 、 部品等が飛散し、 事故を引き起こす恐れがあ り ます。

エンジンが冷えている と き以外は、 ラジエータキャ ッ プを取り外さ ないで く だ さい。

高温で加圧されたエンジン冷却水を浴びる恐れがあ り ます。

排気装置、 マニホールド、 エンジン、 ラジエータ などの高温になる部分に素手で触れないで く
だ さい。

やけどの原因と な り ます。

高温のエンジン ・ 部品を触れた り、 扱う際は、 手袋を使用し て く だ さい。

エンジンの回転中は、 本製品のケーブルなどをエンジンルームの上を通し て作業し ないで く だ
さい。

ベル ト やプー リ ーによ り 、 ケーブル ・ 衣類などが巻き込まれ、 事故を引き起こす恐れがあ り ま
す。

水がかかるよ う な場所で作業し ないで く だ さい。

本製品を落と し た り強い衝撃を与えた り し ないで く だ さい。

本製品に接続し たケーブルで本製品を持ち上げた り、 引っ張った り し ないで く だ さい。 移動や
設置の際は本製品を持って移動し て く だ さい。

本製品に接続し ている コネク タに荷重をかけないで く だ さい。

故障の原因と な り ます。

使用する前に、 本製品に異物の付着やコネク タ ピンの破損がないか点検し て く だ さい。
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安全な診断を行う ためには

バッ テ リーの上に金属工具を置かないで く だ さい。

バッ テ リーの近 く では火花を起こ さ ないで く だ さい。

バッ テ リ ーガスが発火する恐れがあ り ます。

火のついた タバコ、 スパーク、 裸火、 その他の発火源は、 車両およびバッ テ リーから遠ざけて
く だ さい。

バッ テ リー ・ ケーブルを取り外す前には、 必ずス タータ スイ ッ チ （イグニシ ョ ンスイ ッ チ） を
OFF にし、 ヘ ッ ド ラ イ ト やその他のアクセサリーを OFF にし て く だ さい。

バッ テ リーは、 金属製の装飾品を溶損する程の高い短絡電流を流すこ とができます。 バッ テ
リーの近 く で作業する前に、 指輪、 腕輪、 時計などの装飾品を取り外し て く だ さい。

事故を引き起こす恐れがあ り ます。

バッ テ リーを取り扱う作業者や近 く で作業し ている人は、 安全メ ガネや保護手袋を使用し て く
だ さい。

バッ テ リーを取り扱う場合は、 近 く にた く さんの新鮮な水と石鹸を用意し て く だ さい。 万が一
バッ テ リー液が皮膚、 衣類、 または目に入った場合は、 該当部分を石鹸水で 10 分間洗って く だ
さい。 そ し て、 直ちに医療機関で診察、 治療を受けて く だ さい。

バッ テ リーの近 く で作業し ている間は、 目を直接こすった り、 触れた り し ないで く だ さい。

バッ テ リ ー液によ り 、 目や皮膚にやけどをする恐れがあ り ます。

ジャ ンパ ・ ワイヤまたは工具で、 バッ テ リー端子間の電気接続を行わないで く だ さい。

電力を有し ているか、 有し ているかも しれない電気端子を接地し ないで く だ さい。

車両側電気回路の損傷を引き起こす恐れがあ り ます。

エンジンを始動し て作業する際は、 排気ガスを強制的に屋外へ排気する設備がある場所で使用
し て く だ さい。

エンジン排気ガスには、 無臭の致死的ガスが含まれてお り 、 中毒によ り 、 死亡または重傷にい
たる可能性があ り ます。

地下ピ ッ ト や密閉された屋内のよ う に、 爆発性蒸気が集まる環境で、 本製品を使用し ないで く
だ さい。

作業中は、 喫煙し た り、 マ ッ チをすらないで く だ さい。

バッ テ リ ーガスや爆発性のガスが発火する恐れがあ り ます。

診断を行っている と きには、 引火性のあるスプレーや洗浄用スプレーなどを使用し ないで く だ
さい。

万が一の爆発、 爆発に伴う火災に備え、 ガソ リ ン、 化学薬品および電気火災用の乾燥化学消化
器を作業場に備えて く だ さい。

作業者や近 く で作業し ている人は、 安全メ ガネと保護衣服を使用し て く だ さい。

車両システムの故障や誤動作によ り 、 燃料、 油蒸気、 高温蒸気、 有毒排気ガス、 酸、 冷媒、 そ
の他の異物を排出する恐れがあ り ます。

オシロスコーププローブやグラ ン ド ケーブルを本製品へ接続する場合、 または取り外す場合は、
コネク タの向きに注意し、 ま っすぐ静かに接続し て く だ さい。

誤った向きで接続し よ う と し た り 、 傾いた状態で差し込んだ場合、 または傾いた状態で引き抜
いた場合、 コネ ク タの端子が破損し、 本製品に異常を引き起こす原因と な る恐れがあ り ます。

ケーブルのコネク タ を引き抜 く 際は、 コー ドの部分ではな く 、 必ずコネク タの部分を持って引
き抜いて く だ さい。

コード の部分を持って引き抜いた場合、 ケーブルが断線する恐れがあ り ます。
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1 ご使用の前に

パソ コ ンの動作環境は以下のウ ェブサイ ト で確認し て く ださい。
http://www.ds3.denso.co.jp/dst-i/dst-i.html

本製品をご使用にな るには、 DST-i 側オシ ロ ス コープソ フ ト がイ ン ス ト ールされた SD メ モ リ ーカード が
必要です。

1. DST-i 側オシロスコープ ソ フ ト がイ ンス ト ールされた SD メ モ リーカー ド を準備し ます。

1-1 必要なパソ コ ン動作環境

1-2 SD メ モ リーカー ドの準備

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

DST-i 側オシロスコープソ フ ト のイ ンス ト ール方法については、 下記のダウンロー ドサイ ト
を参照し て く だ さい。

http://www.ds3.denso.co.jp/dst-i/setup/

DST-i 側オシロスコープソ フ ト を イ ンス ト ールし た SD メ モ リーカー ドは、 イ ンス ト ールの
際に使用し た DST-i 以外では利用できません。

DST-i を複数所有し ている場合は、 DST-i 本体と SD メ モ リ ーカード の組み合わせを記録し
てお く 必要があ り ます。
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本製品をご使用にな るには、 DST-i セ ッ ト ア ッ プソ フ ト ウ ェアおよびパソ コ ン側オシ ロ ス コープソ フ ト を
パソ コ ンにイ ン ス ト ールする必要があ り ます。
パソ コ ン側オシ ロ ス コープソ フ ト をご使用にな るには、 DST-i セ ッ ト ア ッ プソ フ ト ウ ェ ア Ver.1.3.0 以上が
必要です。

1. パソ コ ンに DST-i セ ッ ト ア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールし ます。

2. パソ コ ンにパソ コ ン側オシロスコープ ソ フ ト を イ ンス ト ールし ます。

1-3 パソ コ ンへのイ ンス ト ール

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

DST-i セ ッ ト ア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ン確認方法およびイ ンス ト ール方法について
は、 下記のダウンロー ドサイ ト を参照し て く だ さい。

http://www.ds3.denso.co.jp/dst-i/setup/

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

パソ コ ン側オシロスコープ ソ フ ト のイ ンス ト ール方法については、 下記のダウンロー ドサイ
ト を参照し て く だ さい。

http://www.ds3.denso.co.jp/dst-i/setup/
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パソ コ ンのハードデ ィ ス クの空き容量、 省電力設定、 セキ ュ リ テ ィ 対策ソ フ ト について、 事前に以下の確
認を し ておき ます。

ハー ド デ ィ スクの空き容量
観測し た波形データや長時間記録し た計測データ をパソ コ ンに保存する際に必要なハードデ ィ ス クの
空き容量を確認し ます。

必要な空き容量の目安 （参考）

省電力設定
パソ コ ンの省電力設定 （ス タ ンバイ、 休止状態、 ス リ ープ状態など） を無効にし ます。

セキュ リ テ ィ 対策ソ フ ト
パソ コ ンに情報漏洩防止用のセキ ュ リ テ ィ 対策ソ フ ト がイ ン ス ト ールされているかど う かを確認し ま
す。

1-4 パソ コ ンの事前確認

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

保存する フ ァ イルサイズに応じ て、 低限必要と なるハー ド デ ィ スクの空き容量が異な り ます。

以下の表を参考にし て、 空き容量が十分あるか確認し て く だ さい。

空き容量が不十分な場合は、 データが一部分しか保存できない可能性があ り ます。
また、 パソ コ ンの動作に影響を及ぼす可能性も あ り ます。

大フ ァ イルサイズ
（1 回あた り）

必要な空き容量

計測データ 約 1.1GByte 約 4GByte 以上

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

パソ コ ンの電源設定を確認し、 省電力の設定が有効になっている場合は、 ス タ ンバイ、 休止状
態、 ス リープ状態などの設定を無効にし て く だ さい。

パソ コ ンや OS によ って、 設定の確認方法や名称が異な り ます。

省電力設定が有効になったままパソ コ ン側オシロス コープ ソ フ ト を使用し た場合、 USB 通信が
途中で切断される可能性があ り ます。

計測実行中に長時間パソ コ ンを放置する場合などは、 記録が中断する こ と も あ り ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

パソ コ ンに情報漏洩防止用のセキュ リ テ ィ 対策ソ フ ト がイ ンス ト ールされている と、 SD メ モ
リーカー ドや外付けハー ド デ ィ スクなどの記憶媒体にデータ を書き込むこ とができない場合が
あ り ます。
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DST-i には、 6 つの操作ボタ ンが配置されています。

画面によ って、 操作ボタ ンの機能は異な り ます。
画面の下部には、 操作のガイ ド を示すガイ ダン スエ リ アがあ り ます。
ガイ ダン スエ リ アに表示される操作ガイ ダン スに従って操作し て く ださい。

1-5 基本操作

T02153J
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パソ コ ン側オシ ロ ス コープソ フ ト をご使用にな るには、 DST-i の準備が必要です。

1-6 起動

起動時の流れ

T02234J
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1. DST-i 側オシロスコープ ソ フ ト がイ ンス ト ールされた SD メ モ リーカー ド を DST-i に差し込みま

す。

DST-i の準備

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

DST-i 単体でオシロスコープ機能を使用し ていた場合は、 一旦 DST-i のモー ド スイ ッ チを OFF にし て
く だ さい。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

SD メ モ リーカー ド については、 オシロ付き DST-i 用ハー ド ウ ェ ア取扱説明書を参照し て く
だ さい。

DST-i 側オシロスコープソ フ ト のイ ンス ト ール方法については、 下記のダウンロー ドサイ ト
を参照し て く だ さい。

http://www.ds3.denso.co.jp/dst-i/setup/

T02157J

T02085J
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2. オシロス コープ機能で使用するケーブル類を DST-i に接続し ます。

＜オプシ ョ ン品＞

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

ケーブル類の接続については、 オシロ付き DST-i 用ハー ド ウ ェ ア取扱説明書を参照し て く だ
さい。

オシロスコープ ソ フ ト を使用する際は、 AC/DC アダプ タ を使用し ないで く だ さい。

正常な値を計測する こ と ができ な く な り ます。

T02719J

T02235J

T02059J
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3. DST-i とパソ コ ンを USB ケーブルで接続し ます。

4. DST-i のモー ド スイ ッ チを ON にし ます。

オープニング画面が表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

パソ コ ン側オシロスコープ ソ フ ト は、 Bluetooth 接続では動作し ません。

USB ケーブルの接続については、 オシロ付き DST-i 用ハー ド ウ ェ ア取扱説明書を参照し て く
だ さい。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

モー ド スイ ッ チを ON にする と、 DST-i の電源イ ンジケータが緑に点灯し ます。

T02006J

T01897J

T02958J
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5. オープニング画面が表示されている状態でいずれかのボタ ンを押し ます。

メ イ ン メ ニュー画面が表示されます。

メ イ ン メ ニュー画面から選択可能な機能について説明し ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

いずれかのボタ ンを押し た後、 エラー画面が表示された場合は、 以下の説明ページを参照し
て く だ さい。

参照 ： P.11 エ ラー画面が表示された場合 （1 章 ご使用の前に／起動／ DST-i の準備）

機 　 能 内 　 　 　 容

オシロ
DST-i にオシ ロ ス コーププローブを接続し て、 各チャ ンネルに入力された
信号の波形を DST-i 本体の画面で観測する こ と ができ ます。

PC オシロ
DST-i にオシ ロ ス コーププローブを接続し て、 各チャ ンネルに入力された
信号の波形をパソ コ ンの画面で観測する こ と ができ ます。

本体設定 DST-i の設定を変更し、 カス タマイ ズする こ と ができ ます。

T02962J
B A
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6. メ イ ン メ ニュー画面で 「PC オシロ」 を選択し、 A ボタ ンを押し ます。

PC オシ ロ ス コープモード画面が表示され、 パソ コ ン側オシ ロ ス コープソ フ ト を使用するための待
機状態にな り ます。

パソ コ ン と DST-i の通信が成立する と、 通信画面が表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

パソ コ ン側オシロスコープ ソ フ ト を使用中は、 DST-i の画面はそのままにし ておいて く だ さ
い。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

「PC オシロ」 を選択し、 A ボタ ンを押し た後、 エラー画面が表示された場合は、 以下の説明
ページを参照し て く だ さい。

参照 ： P.11 エ ラー画面が表示された場合 （1 章 ご使用の前に／起動／ DST-i の準備）

B ボタ ン長押し で、 オープニング画面に戻る こ とができます。

T02236J

T02237J

B
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エラー画面が表示された場合
オープニング画面でいずれかのボタ ンを押し た後、 または メ イ ン メ ニ ュー画面で 「PC オシ ロ」 を選
択し、 A ボタ ンを押し た後にエラー画面が表示された場合は、 以下の原因が考え られます。

エラーコー ドが 「00000002」 の場合

エラーコー ドが 「00000006」 の場合

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

画面右下のエラーコー ド によ って、 考えられる原因が異な り ます。

考えられる原因 確認内容

SD メ モ リーカー ド に DST-i 側オシロスコー

プ ソ フ ト がイ ンス ト ールされていません。
DST-i 側オシ ロ ス コープソ フ ト を イ ン ス ト ールし
て く ださい。

SD メ モ リーカー ドが破損し ています。

SD メ モ リ ーカード をフ ォーマ ッ ト し てから、
DST-i 側オシ ロ ス コープソ フ ト を イ ン ス ト ールし
直し て く ださい。
それでもエラー画面が表示される場合は、 他の
SD メ モ リ ーカード を使用し て く ださい。

考えられる原因 確認内容

DST-i 本体と SD メ モ リーカー ドの組み合わ

せが正し く あ り ません。

DST-i 側オシ ロ ス コープソ フ ト を イ ン ス ト ールす
る際に使用し た DST-i をご利用 く ださい。
または、 DST-i 側オシ ロ ス コープソ フ ト を イ ン ス
ト ールし直し て く ださい。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

その他のエラーコー ドが表示された場合は、 ご購入店も し く は 寄りの株式会社デン ソーソ
リ ューシ ョ ンまでお問い合わせ く だ さい。

T02160J
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1. パソ コ ンを起動し ます。

2. DST-i の準備を し ます。

3. パソ コ ン側オシロスコープ ソ フ ト 以外のアプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト を終了し ます。

4. デスク ト ッ プ画面上にある 「DST-i Oscilloscope」 アイ コ ンをダブルク リ ッ ク し てパソ コ ン側オシ

ロス コープ ソ フ ト を起動し ます。
メ ッ セージ画面が表示されます。

パソ コ ン側オシロス コープ ソ フ ト の起動

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

DST-i の準備については、 以下を参照し て く だ さい。

参照 ： P.6 DST-i の準備 （1 章 ご使用の前に／起動）

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

パソ コ ン側オシロスコープ ソ フ ト と それ以外のアプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト を同時に使用する
と、 パソ コ ンの動作に影響を及ぼす可能性があ り ます。

T02238J

T02239J
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5. メ ッ セージ画面で 「OK」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

波形観測画面が表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

DST-i とパソ コ ンが USB ケーブルで接続されていない場合や DST-i が PC オシロスコープ
モー ド になっていない場合は、 以下のメ ッ セージが表示されます。

DST-i と パソ コ ンの接続状態を確認し て く ださい。
DST-i セ ッ ト ア ッ プソ フ ト ウ ェ アがパソ コ ンにイ ン ス ト ールされていない場合は、 DST-i
セ ッ ト ア ッ プソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールし て く ださい。

T02240J

T02241J
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1. 波形観測画面で画面右下の 「MENU」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

メ ニューが表示されます。

1-7 終了

パソ コ ン側オシロス コープ ソ フ ト の終了

T02242J

T02243J
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2. メ ニュー内の 「END」 を ク リ ッ ク し ます。

終了確認画面が表示されます。

3. 終了確認画面で 「OK」 を ク リ ッ ク し ます。

オシ ロ ス コープソ フ ト の画面が閉じ ます。

1. DST-i のモー ド スイ ッ チを OFF にし ます。

2. USB ケーブルを DST-i とパソ コ ンから取り外し ます。

3. オシロス コープ機能で使用し たケーブル類を DST-i から取り外し ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

画面右上の終了ボタ ン または を ク リ ッ クする こ と で、 オシロスコープソ フ ト を終了す
る こ と もできます。

DST-i の終了

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

ケーブル類の取り外しについては、 オシロ付き DST-i 用ハー ド ウ ェ ア取扱説明書を参照し て
く だ さい。

T02244J
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2 パソ コ ン側オシロスコープ ソ フ ト の機能

パソ コ ン側オシ ロ ス コープソ フ ト には、 「波形観測」 と 「長時間データ計測」 の二つの機能があ り ます。

操作の流れ

2-1 機能

機能 波形観測 長時間データ計測

機能内容
オシ ロ ス コープ と し て信号波形を観測する
こ と ができ、 観測データ をパソ コ ンに保存
する こ と ができ ます。

長時間計測し た波形のデータ をパソ コ ンに
保存する こ と ができ ます。
サンプ リ ングレー ト を指定する こ と がで
き、 計測後に拡大表示し、 解析する こ と が
でき ます。

設定条件

ト リ ガモード （時間レンジ） ：

･ AUTO （500ns/div ～ 5ms/div）

･ NORMAL

･ SINGLE

ト リ ガモード （時間レンジ） ：

･ AUTO （10ms/div ～ 10s/div）

画面 1 画面表示 （ リ アルタ イ ム表示）
長時間表示 （記録時間設定によ る）
記録時間 ： 3.2s ～ 40h

T02245J
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波形観測機能の操作 ・ 設定は、 以下の とお り です。

長時間データ計測機能の操作 ・ 設定は、 以下の とお り です。

波形観測機能

機能 操作 ・ 設定 参照ページ

波形観測

停止／開始 P.20

波形の表示 ・ 非表示切替 P.23

電圧レンジ設定 P.24

グ ラ ン ド位置設定 P.25

時間レンジ設定 P.26

ト リ ガ設定 P.27

データの保存 P.56

長時間データ計測機能

機能 操作 ・ 設定 参照ページ

長時間データ計測

サンプ リ ングレー ト を指定し ての計測 P.40

記録時間を指定し ての計測 P.42

プ リ タ イ ムを設定し ての計測 P.43

ト リ ガを設定し ての計測 P.45

データの保存 P.56
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3 パソ コ ン側オシロスコープ ソ フ ト の操作

入力された波形の観測を行います。

画面例と画面各部の名称について、 下図に示し ます。

波形観測に関する画面表示

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

以降の説明では、 4ch アダプ タ セ ッ ト を使用し て 4 チャ ンネル分の波形を観測し た画面を使用し ていま
す。

ご購入時の初期状態では 2 チャ ンネル分の波形しか観測でき ません。

3-1 波形観測

画面の構成

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

「描画方法表示部」 については、 以下を参照し て く だ さい。

参照 ： P.86 波形描画設定 （3 章 パソ コ ン側オシロスコープ ソ フ ト の操作／システム設定）

T02246J

T02247J
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ト リ ガ設定に関する画面表示

T02248J

T02249J
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1. 波形観測画面で画面右下の 「停止」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

波形観測が停止し、 データ再生画面が表示されます。

停止／開始

T02250J

T02464J
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2. データ再生画面で画面右下の 「CLOSE」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

観測停止中の波形観測画面が表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

データ再生画面に表示されている波形を保存する こ とができます。

データの保存については、 以下を参照し て く ださい。

参照 ： P.56 データの保存 （3 章 パソ コ ン側オシロスコープソ フ ト の操作）

保存し ない場合は、 データ再生画面で画面右下の 「CLOSE」 ボタ ンを ク リ ッ ク し、 保存確認
メ ッ セージ画面で 「いいえ」 を ク リ ッ ク し ます。

波形観測画面に戻 り ます。

保存確認 メ ッ セージを非表示に設定し ている場合は、 保存確認 メ ッ セージ画面は表示されま
せん。

T02251J

T02802J
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3. 観測停止中に、 波形観測画面で画面右下の 「観測開始」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

波形観測が再開され、 観測状況表示部が 「RUN」 に切 り 替わ り ます。

T02803J
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1. 波形観測画面で下部選択項目の波形の表示 ・ 非表示切替表示部左側のチ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ

ク し ます。
チェ ッ ク を外し た場合は、 電圧レンジ表示部がグレーアウ ト されます。

波形の表示 ・ 非表示切替

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

波形を表示するには、 チ ェ ッ クボ ッ クスにチ ェ ッ ク を入れます。

波形を非表示するには、 チ ェ ッ クボ ッ クスのチ ェ ッ ク を外し ます。

T02394Z

T02395Z

T02252J
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1. 波形観測画面で下部選択項目の電圧レンジ表示部右側の ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

プルダウ ン メ ニューが表示されます。

2. プルダウン メ ニューから電圧レンジの値を選択し ます。

波形観測画面の電圧レンジ表示部が設定し た電圧レンジに切 り 替わ り ます。

電圧レンジ設定

T02253J
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1. 波形観測画面でグラ ン ド位置のマーク を ド ラ ッ グし て上下に移動させて、 グラ ン ド位置を指定し

ます。
波形観測画面のグ ラ ン ド位置のマークが リ アルタ イ ムに移動し ます。

グラ ン ド位置設定

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

チャ ンネル 1 のグラ ン ド位置を変更する場合は、 チャ ンネル 1 のグラ ン ド位置のマーク を移
動し て く だ さい。

T02254J
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1. 波形観測画面で下部選択項目の時間レンジ表示部右側の ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

プルダウ ン メ ニューが表示されます。

2. プルダウン メ ニューから時間レンジの値を選択し ます。

波形観測画面の時間レンジ表示部が設定し た時間レンジに切 り 替わ り ます。

時間レンジ設定

T02255J
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ト リ ガに関する各種設定を行 う こ と ができ ます。

･ ト リ ガモード設定

･ ト リ ガチャ ンネル設定

･ ト リ ガレベル設定

･ ト リ ガポジシ ョ ン設定

･ ト リ ガス ロープ設定

ト リ ガモー ド設定
ト リ ガモード を設定し ます。

設定項目

1. 波形観測画面で下部選択項目の ト リ ガモー ド表示部右側の ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

プルダウ ン メ ニューが表示されます。

2. プルダウン メ ニューから ト リ ガモー ド を選択し ます。

波形観測画面の ト リ ガモード の表示部が選択し たモード に切 り 替わ り ます。

ト リ ガ設定

項 　 目 内 　 　 　 容

AUTO
指定し た ト リ ガ条件を検出、 あ るいは一定時間経過後に波形表示を更新し ま
す。 時間レンジを 10ms/div ～ 10s/div に設定する と、 長時間データ計測が可能
にな り ます。

NORMAL
指定し た ト リ ガ条件と一致する度に波形を表示し ます。
ト リ ガがかから ない条件下では、 画面右上に 「Waiting Trigger」 が表示され、
波形は表示されません。

SINGLE
指定し た ト リ ガ条件と 初に一致し た と き、 波形を表示後に停止し ます。
ト リ ガがかから ない条件下では、 画面右上に 「Waiting Trigger」 が表示され、
波形は表示されません。

T02256J
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ト リ ガチャ ンネル設定
ト リ ガチャ ンネルを切 り 替えます。

1. 波形観測画面で下部選択項目の ト リ ガチャ ンネル表示部右側の ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

プルダウ ン メ ニューが表示されます。

2. プルダウン メ ニューから ト リ ガチャ ンネルを選択し ます。

波形観測画面の ト リ ガチャ ンネルの表示部が選択し たチャ ンネルに切 り 替わ り ます。

T02257J
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ト リ ガレベル設定
設定し た ト リ ガチャ ンネルの ト リ ガレベルを設定し ます。

1. 波形観測画面で ト リ ガレベルのマーク を ド ラ ッ グし て上下に移動させて、 ト リ ガレベルを指定し

ます。
波形観測画面の ト リ ガレベルのマークが リ アルタ イ ムに移動し ます。
波形観測画面の ト リ ガレベルの表示部が指定し た値に切 り 替わ り ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

波形観測画面で下部選択項目の ト リ ガレベル表示部右側の および ボタ ンを使用し て ト リ
ガレベルを変更する こ と もできます。

ボタ ンで値が上が り 、 ボタ ンで値が下が り ます。

T02258J

T02259J
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ト リ ガポジシ ョ ン設定
設定し た ト リ ガチャ ンネルの ト リ ガポジシ ョ ンを設定し ます。

1. 波形観測画面で ト リ ガポジシ ョ ンのマーク を ド ラ ッ グし て左右に移動させて、 ト リ ガポジシ ョ ン

を指定し ます。
波形観測画面の ト リ ガポジシ ョ ンのマークが リ アルタ イ ムに移動し ます。
波形観測画面の ト リ ガポジシ ョ ンの表示部が指定し た値に切 り 替わ り ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

波形観測画面で下部選択項目の ト リ ガポジシ ョ ン表示部右側の および ボタ ンを使用し て
ト リ ガポジシ ョ ンを変更する こ と もできます。

ボタ ンで値が上が り 、 ボタ ンで値が下が り ます。

T02260J

T02261J
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ト リ ガスロープ設定
設定し た ト リ ガチャ ンネルの ト リ ガス ロープを切 り 替えます。

1. 波形観測画面で下部選択項目の ト リ ガスロープ表示部右側の または ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

波形観測画面の ト リ ガス ロープの表示部が選択し たス ロープに切 り 替わ り ます。

T02262J
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長時間計測し た波形のデータ をパソ コ ンに記録する こ と ができ ます。
ト リ ガモード が AUTO でかつ時間レ ンジを 10ms/div ～ 10s/div に設定する と、 長時間データ計測が可能に
な り ます。

3-2 長時間データ計測

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

長時間データ計測を行う前に、 パソ コ ンのハー ド デ ィ スクの空き容量を確認し て く だ さい。

参照 ： P.3 必要な空き容量の目安 （参考） （1 章 ご使用の前に／パソ コ ンの事前確認）

長時間データ計測の流れ

T02810J
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画面例と画面各部の名称について、 下図に示し ます。

長時間データ計測に関する画面表示

画面の構成

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

「描画方法表示部」 については、 以下を参照し て く だ さい。

参照 ： P.86 波形描画設定 （3 章 パソ コ ン側オシロスコープ ソ フ ト の操作／システム設定）

T02264J

T02265J
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ト リ ガ設定に関する画面表示

再生／保存に関する画面表示

T02266J

T02267J

T02401J
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1. 波形観測画面で下部選択項目の ト リ ガモー ド表示部右側の ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

プルダウ ン メ ニューが表示されます。

2. プルダウン メ ニューから 「AUTO」 を選択し ます。

波形観測画面の ト リ ガモード の表示が 「AUTO」 に切 り 替わ り ます。

ト リ ガモー ド設定

T02256J
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1. 波形観測画面で下部選択項目の時間レンジ表示部右側の ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

プルダウ ン メ ニューが表示されます。

2. プルダウン メ ニューから 10ms/div ～ 10s/div で値を設定し ます。

波形観測画面の時間レンジ表示部が設定し た時間レンジに切 り 替わ り ます。

時間レンジ設定

T02463J
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1. 波形観測画面で下部選択項目の波形の表示 ・ 非表示切替表示部左側のチ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ

ク し ます。
チェ ッ ク を外し た場合は、 電圧レンジ表示部がグレーアウ ト されます。

波形の表示 ・ 非表示切替

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

波形を表示するには、 チ ェ ッ クボ ッ クスにチ ェ ッ ク を入れます。

波形を非表示するには、 チ ェ ッ クボ ッ クスのチ ェ ッ ク を外し ます。

T02394Z

T02395Z

T02268J
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1. 波形観測画面で下部選択項目の電圧レンジ表示部右側の ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

プルダウ ン メ ニューが表示されます。

2. プルダウン メ ニューから電圧レンジの値を選択し ます。

波形観測画面の電圧レンジ表示部が設定し た電圧レンジに切 り 替わ り ます。

電圧レンジ設定

T02269J
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1. 波形観測画面でグラ ン ド位置のマーク を ド ラ ッ グし て上下に移動させて、 グラ ン ド位置を指定し

ます。
波形観測画面のグ ラ ン ド位置のマークが リ アルタ イ ムに移動し ます。

グラ ン ド位置設定

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

チャ ンネル 1 のグラ ン ド位置を変更する場合は、 チャ ンネル 1 のグラ ン ド位置のマーク を移
動し て く だ さい。

T02270J
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長時間データ計測を行 う と きの各種記録条件を設定する こ と ができ ます。

サンプ リ ングレー ト 設定

1. 波形観測画面で下部選択項目のサンプ リ ングレー ト 表示部右側の ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

プルダウ ン メ ニューが表示されます。

長時間データ計測記録条件の設定

T02271J
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2. プルダウン メ ニューからサンプ リ ングレー ト を選択し ます。

波形観測画面のサンプ リ ングレー ト 表示部が設定し たサンプ リ ングレー ト に切 り 替わ り ます。

サンプ リ ングレー ト と記録時間、 計測データ フ ァ イルサイズについて

サンプ リ ングレー ト
長記録時間

（1 回あた り）
大フ ァ イルサイズ

（1 回あた り）

1.6kS/sec 40 時間 約 880MByte

3.2kS/sec 20 時間 約 880MByte

6.4kS/sec 10 時間 約 880MByte

16kS/sec 5 時間 約 1.1GByte

32kS/sec 2 時間 約 880MByte

64kS/sec 1 時間 約 880MByte

160kS/sec 13.1 秒 約 8MByte

320kS/sec 6.5 秒 約 8MByte

640kS/sec 3.2 秒 約 8MByte

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

プルダウン メ ニューに表示されるサンプ リ ングレー ト は、 設定されている時間レンジによ り
異な り ます。

サンプ リ ングレー ト によ り記録できる時間が異な り ます。
数値が大き く なるにつれ、 細かいデータ を記録できますが、 記録時間は短 く な り ます。
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記録時間設定
長時間データ計測時でサンプ リ ングレー ト が 64kS/s ～ 1.6kS/s の場合、 記録時間を設定する こ と がで
き ます。

1. 波形観測画面で下部選択項目の記録時間表示部右側の ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

プルダウ ン メ ニューが表示されます。

2. プルダウン メ ニューから記録時間を選択し ます。

波形観測画面の記録時間表示部が設定し た記録時間に切 り 替わ り ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

プルダウン メ ニューに表示される記録時間は、 設定されているサンプ リ ングレー ト によ り異
な り ます。

T02272J
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プ リ タ イム設定
長時間データ計測は、 記録開始ボタ ンを押し た と き または設定し た ト リ ガ条件を満た し た と きに記録
を開始し ます。
パソ コ ン側オシ ロ ス コープソ フ ト は、 この記録開始時点よ り 前のデータ も記録する こ と ができ ます。
この記録開始時点よ り 前のデータのこ と を 「プ リ ト リ ガ」 と いいます。
プ リ ト リ ガ部分の記録時間を 「プ リ タ イ ム」 と いい、 時間設定する こ と ができ ます。 これを 「プ リ タ
イ ム設定」 と いいます。
長時間データ計測時のサンプ リ ングレー ト が 64kS/s ～ 1.6kS/s の場合、 プ リ タ イ ムを設定する こ と が
でき ます。

1. 波形観測画面で下部選択項目のプ リ タ イム表示部右側の ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

プルダウ ン メ ニューが表示されます。

2. プルダウン メ ニューから プ リ タ イムの時間を選択し ます。

波形観測画面のプ リ タ イ ム表示部が設定し た時間に切 り 替わ り ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

プ リ タ イムを 「AUTO」 にし た場合、 1 画面分の時間 （設定し た時間レンジの 12 マス分） が
プ リ タ イムと な り ます。

プルダウン メ ニューに表示されるプ リ タ イムの時間は、 設定されているサンプ リ ングレー ト
によ り異な り ます。

時間レンジによ り設定できるプ リ タ イムが異な り ます。

T02273J
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長時間計測データ をパソ コ ンに記録する こ と ができ ます。

＜記録開始 ト リ ガを設定し ないで記録する場合＞

1. 波形観測画面で画面右下の 「記録開始」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

長時間データ計測の記録が開始され、 観測状況表示部が 「REC」 に切 り 替わ り ます。

記録開始

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

サンプ リ ングレー ト を 「640kS/s ～ 160kS/s」 に設定し た場合、 自動的に記録が開始されます。

サンプ リ ングレー ト を 「64kS/s ～ 1.6kS/s」 に設定し た場合、 以下の 2 通りの方法があ り ます。

･ 記録開始 ト リ ガを設定し ないで記録する場合

･ 記録開始 ト リ ガを設定し て記録する場合

T02283J
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＜記録開始 ト リ ガを設定し て記録する場合＞

長時間データ計測時のサンプ リ ングレー ト が 64kS/s ～ 1.6kS/s の場合、 ト リ ガに関する各種設定を行 う
こ と ができ ます。

･ ト リ ガチャ ンネル設定

･ ト リ ガレベル設定

･ ト リ ガス ロープ設定

ト リ ガチャ ンネル設定
ト リ ガチャ ンネルを切 り 替えます。

1. 波形観測画面で下部選択項目の ト リ ガチャ ンネル表示部右側の ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

プルダウ ン メ ニューが表示されます。

2. プルダウン メ ニューから ト リ ガチャ ンネルを選択し ます。

波形観測画面の ト リ ガチャ ンネル表示部が選択し たチャ ンネルに切 り 替わ り ます。

T02274J
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ト リ ガレベル設定
設定し た ト リ ガチャ ンネルの ト リ ガレベルを設定し ます。

1. 波形観測画面で ト リ ガレベルのマーク を ド ラ ッ グし て上下に移動させて、 ト リ ガレベルを指定し

ます。
波形観測画面の ト リ ガレベルのマークが リ アルタ イ ムに移動し ます。
波形観測画面の ト リ ガレベル表示部が指定し た値に切 り 替わ り ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

波形観測画面で下部選択項目の ト リ ガレベル表示部右側の および ボタ ンを使用し て ト リ
ガレベルを変更する こ とができます。

ボタ ンで値が上が り 、 ボタ ンで値が下が り ます。

T02275J

T02276J
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ト リ ガスロープ設定
設定し た ト リ ガチャ ンネルの ト リ ガス ロープを切 り 替えます。

1. 波形観測画面で下部選択項目の ト リ ガスロープ表示部右側の または ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

波形観測画面の ト リ ガス ロープ表示部が選択し たス ロープに切 り 替わ り ます。

記録開始

1. 波形観測画面で画面右下の 「記録開始」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ト リ ガ検出待ちの状態にな り 、 観測状況表示部が 「WAIT」 に切 り 替わ り 、 また画面右上にも
「Waiting Trigger」 が表示されます。

T02277J

T02287J
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計測開始 ト リ ガの条件を検出する と、 計測データの記録が開始され、 観測状況表示部が 「REC」
に切 り 替わ り ます。

T02288J
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1. 設定し た記録時間が経過し た後、 長時間計測データ再生画面が表示されます。

記録されたデータのフ ァ イル名は、 temp.log と い う 名前で仮作成されます。

記録停止

T02289J
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ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

設定し た記録時間に達し ていない場合でも、 記録中に 「停止」 ボタ ンを ク リ ッ クする と、 そ
こ までの記録データ を保存できます。

保存し ない場合は、 データ再生画面で画面右下の 「CLOSE」 ボタ ンを ク リ ッ ク し、 保存確認
メ ッ セージ画面で 「いいえ」 を ク リ ッ ク し ます。

波形観測画面に戻 り ます。

保存確認 メ ッ セージを非表示に設定し ている場合は、 保存確認 メ ッ セージ画面は表示されま
せん。

T02804J

T02802J
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長時間データ計測時に 「フ ラ グ」 ボタ ンを押すこ と によ り 、 長時間計測データ再生画面にフ ラ グマーク を
表示させる こ と ができ ます。

1. 長時間データ計測中の記録開始後に、 波形観測画面で画面右下の 「フ ラグ」 ボタ ンを ク リ ッ ク し

ます。
波形観測画面上部およびス ク ロールバー上部にフ ラ グマーク が表示されます。

マーキング （フ ラグ） 機能

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

サンプ リ ングレー ト を 「640kS/s ～ 160kS/s」 に設定し ている場合、 フ ラグマーク を表示する こ とは
できません。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

フ ラグマークは 大で 50 箇所まで表示する こ とができます。

T02402J
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長時間計測データの再生

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

長時間データ計測中に記録し た波形は、 時間レンジを変更し て波形を拡大表示する こ とができます。

時間レンジ設定については、 以下を参照し て く ださい。

参照 ： P.36 時間レンジ設定 （3 章 パソ コ ン側オシロスコープ ソ フ ト の操作／長時間データ計測）

T02297J
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1. 長時間計測データ再生画面のスク ロールバーを操作し て、 再生開始位置を指定し ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

ボタ ンおよび ボタ ンを押すと、 再生開始位置を以下のよ う に変更する こ とができ
ます。

ボタ ンで 「記録開始位置→ス ク ロールバーの左端」 の順で戻 り ます。

ボタ ンで 「記録開始位置→ス ク ロールバーの右端」 の順で進みます。

マーキング機能でフ ラグマーク を設定し ている場合は、 フ ラグの位置に移動し ます。

T02299J
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2. 長時間計測データ再生画面で 「再生開始」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

指定し た再生開始位置から自動で計測データ を再生し ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

ボタ ンおよび ボタ ンを押すと、 手動で計測データの表示を移動する こ とができます。

ボタ ンで進み、 ボタ ンで戻 り ます。

T02300J

T02301J
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3. 長時間計測データ再生画面で画面右下の 「CLOSE」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

波形観測画面に戻 り ます。

再生速度の設定
長時間計測データの再生速度を設定する こ と ができ ます。

1. 長時間計測データ再生画面下部選択項目の再生速度表示部右側の ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

プルダウ ン メ ニューが表示されます。

2. プルダウン メ ニューから再生速度を選択し ます。

長時間計測データ再生画面の再生速度表示部が設定し た再生速度に切 り 替わ り ます。

T02302J

T02298J
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波形観測データおよび長時間計測データ をパソ コ ンに保存する こ と ができ ます。

3-3 データの保存

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

波形データ を保存する前に、 パソ コ ンのハー ド デ ィ スクの空き容量を確認し て く だ さい。

参照 ： P.3 必要な空き容量の目安 （参考） （1 章 ご使用の前に／パソ コ ンの事前確認）

波形観測画面の画面キャ プチャ を保存するには、 Windows 標準のプ リ ン ト スク リーン機能を使用し
て く だ さい。

プ リ ン ト スク リーン機能については、 ご使用のパソ コ ンの取扱説明書を参照し て く だ さい。

＜プ リ ン ト ス ク リ ーンキーの一例＞

ご使用のパソ コ ンによ って、 キーのイ メ ージおよび操作方法は異な り ます。

データの保存には、 以下の 2 通りの方法があ り ます。

･ 全データ を保存する場合

･ 選択範囲を保存する場合

全データ を保存し た後、 データ を読み込んで選択範囲を保存する こ と もできます。

T02396Z
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＜全データ を保存する場合＞

1. データ再生画面で画面右下の 「MENU」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

メ ニューが表示されます。

2. メ ニュー内の 「SAVE (ALL)」 を ク リ ッ ク し ます。

データ保存画面が表示されます。

T02291J

T02292J

T02434J
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3. データ保存画面でデータの保存先フ ォルダ とデータのフ ァ イル名を指定し、 「保存」 を ク リ ッ ク し

ます。
指定し たフ ォルダの中にデータが保存されます。

＜選択範囲を保存する場合＞

1. データ再生画面で画面右下の 「MENU」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

メ ニューが表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

初期状態でのデータの保存先は以下のフ ォルダにな り ます。

C:\Documents and Settings\All Users\Documents\DST-i Oscilloscope\DST-i OSCILLO

フ ァ イル名は 「現在の日付 _ 時分秒 .log」 で自動的に設定されますが、 任意に指定する こ と
ができます。

T02291J

T02292J
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2. メ ニュー内の 「SAVE (SELECTION)」 を ク リ ッ ク し ます。

範囲選択画面が表示されます。

3. データ再生画面の波形表示内で左ク リ ッ ク し、 保存する範囲の始点位置を指定し ます。

波形表示内と ス ク ロールバーに始点 「a」 が表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

右ク リ ッ クで指定し た始点 「a」 をキャ ンセルする こ とができます。

T02403J

T02404J



3  パソ コ ン側オシロス コープ ソ フ ト の操作

- 60 -

4. データ再生画面の波形表示内で左ク リ ッ ク し、 保存する範囲の終点位置を指定し ます。

波形表示内と ス ク ロールバーに終点 「b」 が表示され、 範囲選択画面内に a-b 間の時間と目安と な
る フ ァ イルサイ ズが表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

右ク リ ッ クで指定し た終点 「b」 をキャ ンセルする こ とができます。

T02405J

T02406J
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5. 範囲選択画面内の 「OK」 を ク リ ッ ク し ます。

データ保存画面が表示されます。

6. データ保存画面でデータの保存先フ ォルダ とデータのフ ァ イル名を指定し、 「保存」 を ク リ ッ ク し

ます。
指定し たフ ォルダの中にデータが保存されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

範囲選択画面で 「キャ ンセル」 を ク リ ッ クする と、 選択範囲の保存を中断し て元のデータ再
生画面に戻り ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

初期状態でのデータの保存先は以下のフ ォルダにな り ます。

C:\Documents and Settings\All Users\Documents\DST-i Oscilloscope\DST-i OSCILLO

フ ァ イル名は 「現在の日付 _ 時分秒 .log」 で自動的に設定されますが、 任意に指定する こ と
ができます。

T02435J
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パソ コ ンに保存し た波形観測データや長時間計測データ、 DST-i 側オシ ロ ス コープソ フ ト で保存し たデー
タ を読み込み、 表示／再生する こ と ができ ます。

1. 波形観測画面で画面右下の 「MENU」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

メ ニューが表示されます。

3-4 保存データの読み込み

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

DST-i 側オシロスコープ ソ フ ト で SD メ モ リーカー ド に保存し たデータ をパソ コ ン側オシロスコープ
ソ フ ト で読み込む場合は、 あらかじめパソ コ ンのハー ド デ ィ スクへデータ を コ ピーし ておいて く だ
さい。

T02242J

T02293J
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2. メ ニュー内の 「OPEN」 を選択し、 その中の 「DST-i OSCILLO DATA」 を ク リ ッ ク し ます。

フ ァ イル指定画面が表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

Ver.0.20 以前で取得し たデータが格納される 「WAVE DATA」 フ ォルダ、 「DATA LOGGER」
フ ォルダが、 以下階層にある場合のみ、 メ ニューに 「WAVE DATA」、 「LOGGER DATA」 が表
示されます。

C:\Documents and Settings\All Users\Documents\PC Oscilloscope

Ver.0.20 以前で取得し たデータ を読み込む場合は、 メ ニュー内の 「WAVE DATA」、 「LOGGER 
DATA」 を選択し、 フ ァ イルを指定し て く だ さい。

T02436J

T02408J



3  パソ コ ン側オシロス コープ ソ フ ト の操作

- 64 -

3. フ ァ イル指定画面でデータの読み込み先フ ォルダ とデータのフ ァ イル名を指定し、 「開 く 」 を ク

リ ッ ク し ます。
データ再生画面が表示されます。

4. データ再生画面で 「CLOSE」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

波形観測画面に戻 り ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

選択し たフ ァ イルがパソ コ ン側オシロスコープ ソ フ ト または DST-i 側オシロスコープ ソ フ ト
で保存し たデータ でなかった場合は、 以下のメ ッ セージが表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

データ再生画面では、 時間レンジ、 波形の表示 ・ 非表示切替、 電圧レンジ、 グラ ン ド位置を
設定し直し て波形を表示する こ とができます。

設定方法は、 波形観測画面での操作と同様です。

データ再生画面で時間レンジを設定し直し た場合、 スク ロールバーの上部に赤線が表示され
ます。 赤線は、 時間レンジを設定し直す前の波形表示範囲 （スク ロールバーの長さ） を示し
ます。

例 ： 読み込んだフ ァ イルの時間レンジを 100us/div → 50us/div → 20us/div に変更し た場合

T02175J

T02294J

T02524J
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観測し た波形の 2 点間の電圧差と時間差を測定する こ と ができ ます。

画面例と画面各部の名称について、 下図に示し ます。

測定機能に関する画面表示

3-5 測定機能

画面の構成

T02306J

T02307J
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観測し ている波形表示内で任意に指定し た 2 点間の電圧差を測定する こ と ができ ます。

電圧測定

T02308J



3  パソ コ ン側オシロス コープ ソ フ ト の操作

- 67 -

1. 波形観測画面で上部選択項目の電圧測定カーソル表示切替表示部左側のチ ェ ッ クボ ッ クスを ク

リ ッ ク し ます。
電圧カーソル （2 本） が表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

電圧カーソルは、 電圧を測定するための 2 本の線と、 その線の位置を示すマーク （「v1」 と
「v2」） から成り ます。

電圧カーソルを表示するには、 チ ェ ッ クボ ッ クスにチ ェ ッ ク を入れます。

電圧カーソルを非表示するには、 チ ェ ッ クボ ッ クスのチ ェ ッ ク を外し ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

画面にはチャ ンネル 1 の電圧カーソルポジシ ョ ンのマークが表示されています。

カーソル設定チャ ンネルを変更する こ と で、 設定し たチャ ンネルの電圧カーソルポジシ ョ ン
のマーク が表示されます。

T02397Z

T02398Z

T02309J
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2. 波形観測画面で上部選択項目のカーソル設定チャ ンネル表示部右側の ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

プルダウ ン メ ニューが表示されます。

3. プルダウン メ ニューから カーソル設定チャ ンネルを選択し ます。

波形観測画面のカーソル設定チャ ンネルの表示部が選択し たチャ ンネルに切 り 替わ り ます。

T02310J
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4. 波形観測画面で電圧カーソルポジシ ョ ンのマーク を ド ラ ッ グし て上下に移動させて、 v1 カーソル

と v2 カーソルの位置を指定し ます。
波形観測画面の電圧カーソルポジシ ョ ンのマーク が リ アルタ イ ムに移動し ます。
波形観測画面の v1 カーソル電圧値と v2 カーソル電圧値の表示部が指定し た値に切 り 替わ り ます。

計測し ているチャ ンネルの電圧レンジに合った電圧測定結果が波形観測画面の電圧測定値表示部
に表示されます。
以下の画面では、 測定電圧値は 3.080V にな り ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

波形観測画面で上部選択項目の v1 カーソル電圧値表示部または v2 カーソル電圧値表示部
右側の および ボタ ンを使用し てカーソル電圧値を変更する こ と もできます。

ボタ ンで値が上が り 、 ボタ ンで値が下が り ます。

T02311J

T02312J
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観測し ている波形表示内で任意に指定し た 2 点間の時間差を測定する こ と ができ ます。

時間測定

T02313J
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1. 波形観測画面で上部選択項目の時間測定カーソル表示切替表示部左側のチ ェ ッ クボ ッ クスを ク

リ ッ ク し ます。
時間カーソル （2 本） が表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

時間カーソルは、 時間を測定するための 2 本の線と、 その線の位置を示すマーク （「t1」 と
「t2」） から成り ます。

時間カーソルを表示するには、 チ ェ ッ クボ ッ クスにチ ェ ッ ク を入れます。

時間カーソルを非表示するには、 チ ェ ッ クボ ッ クスのチ ェ ッ ク を外し ます。

T02399Z

T02400Z

T02805J
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2. 波形観測画面で時間カーソルポジシ ョ ンのマーク を ド ラ ッ グし て左右に移動させて、 t1 カーソル

と t2 カーソルの位置を指定し ます。
波形観測画面の時間カーソルポジシ ョ ンのマーク が リ アルタ イ ムに移動し ます。
波形観測画面の t1 カーソル時間と t2 カーソル時間の表示部が指定し た値に切 り 替わ り ます。

時間測定結果が波形観測画面の時間測定値表示部に表示されます。
以下の画面では、 測定時間は 5.11ms にな り ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

波形観測画面で上部選択項目の t1 カーソル時間表示部または t2 カーソル時間表示部右側の
および ボタ ンを使用し てカーソル時間を変更する こ と もできます。

ボタ ンで値が上が り 、 ボタ ンで値が下が り ます。

T02806J

T02316J
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波形観測または長時間データ計測し た波形を参照波形と し て波形観測画面に割付表示させる こ と によ り 、
波形を比較する こ と ができ ます。
また、 参照波形を リ フ ァ レ ン ス フ ァ イル と し て保存し てお く こ と もでき ます。

1. データ再生画面に参照波形にする波形を表示させ、 下部選択項目の参照波形切替表示部 1 左側の

チ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ ク し ます。
選択画面が表示されます。

3-6 リ フ ァ レンス機能

参照波形の表示

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

参照波形切替表示部 2 左側のチ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ ク し た場合でも、 同様の操作が可能
です。

参照波形と し て表示できる波形は、 データ再生画面に表示されている 1 画面分のみです。

T02409J

T02410J
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2. 選択画面で参照波形のチャ ンネル左側のラジオボタ ンを選択し、 「OK」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

データ再生画面に参照波形が表示されます。

3. データ再生画面で下部選択項目の時間レンジ表示部右側の▼ボタ ンを ク リ ッ ク し、 時間レンジを

指定し ます。
データ再生画面の時間レンジ表示部が設定し た時間レンジに切 り 替わ り ます。

T02807J

T02520J
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4. データ再生画面で下部選択項目の参照波形切替表示部 1 下側の▼ボタ ンを ク リ ッ ク し、 電圧レン

ジを指定し ます。
データ再生画面の参照波形切替表示部 1 が設定し た電圧レンジに切 り 替わ り ます。

5. データ再生画面で画面右下の 「CLOSE」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

保存確認メ ッ セージが表示された場合は、 必要に応じ てデータ を保存し ます。
波形観測画面が表示されます。

T02521J

T02508J
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6. 波形観測画面で画面右下の 「観測開始」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

参照波形が表示された状態で、 波形の観測が開始されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

参照波形と観測中の波形を リ アルタ イムに比較する こ とができます。

時間レンジを変更する こ とはできません。

参照波形のマーク を ド ラ ッ グし て上下に移動させる こ とができます。

T02512J

T02519J
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1. 参照波形を表示し た波形観測画面で、 「停止」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

データ再生画面が表示されます。

リ フ ァ レンスフ ァ イルの保存

T02522J

T02523J
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2. データ再生画面で下部選択項目の参照波形切替表示部 1 左側のチ ェ ッ クボ ッ クスにレ点が付いて

いる状態でチ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ ク し ます。
データ保存画面が表示されます。

3. データ保存画面でデータの保存先フ ォルダ とデータのフ ァ イル名を指定し、 「保存」 を ク リ ッ ク し

ます。
指定し たフ ォルダの中にデータが保存されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

リ フ ァ レンスフ ァ イルを読み込んで参照波形を表示し た場合は、 データ保存画面は表示され
ません。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

初期状態でのデータの保存先は以下のフ ォルダにな り ます。

C:\Documents and Settings\All Users\Documents\DST-i Oscilloscope\Reference

フ ァ イル名は 「現在の日付 _ 時分秒 .ref」 で自動的に設定されますが、 任意に指定する こ と
ができます。

T02510J

T02411J
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1. データ再生画面で下部選択項目の参照波形切替表示部 1 左側のチ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ ク し ま

す。
選択画面が表示されます。

リ フ ァ レンスフ ァ イルの読み込み

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

リ フ ァ レンスフ ァ イルの読み込みは、 観測停止中にしか行う こ とができません。

参照波形切替表示部 2 左側のチ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ ク し た場合でも、 同様の操作が可能
です。

参照波形は 2 つまで表示する こ とができます。
2 つ目の波形を表示させるためには、 参照波形切替表示部 2 左側のチ ェ ッ クボ ッ クスを ク
リ ッ ク し、 以下の手順に従って く だ さい。

T02412J

T02413J
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2. 選択画面で 「File Open」 左側のラジオボタ ンを選択し、 「OK」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

フ ァ イル指定画面が表示されます。

T02414J
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3. フ ァ イル指定画面でデータの読み込み先フ ォルダ とデータのフ ァ イル名を指定し、 「開 く 」 を ク

リ ッ ク し ます。
データ再生画面に読み込んだ参照波形が表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

選択し たフ ァ イルがパソ コ ン側オシロスコープ ソ フ ト で保存し たデータ でなかった場合は、
以下のメ ッ セージが表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

観測を開始する と、 参照波形と観測中の波形を リ アルタ イムに比較する こ とができます。

時間レンジを変更する こ とはできません。

T02175J

T02415J
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パソ コ ン側オシ ロ ス コープソ フ ト の設定を変更し、 カ ス タマイ ズする こ と ができ ます。

表示色設定では、 チャ ンネル毎の波形の線色や画面上の文字色、 背景色、 グ リ ッ ド の線色を変更する こ と
ができ ます。

1. 波形観測画面で画面右下の 「MENU」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

メ ニューが表示されます。

3-7 システム設定

表示色設定

T02242J

T02439J
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2. メ ニュー内の 「SETTING」 を ク リ ッ ク し ます。

システム設定画面が表示されます。

3. システム設定画面で色を変更する項目右側の色付き部分を ク リ ッ ク し ます。

色選択画面が表示されます。

4. 色選択画面で設定する色を選択し、 「OK」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

システム設定画面に戻 り ます。

5. システム設定画面で 「OK」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

波形観測画面に戻って、 画面表示が設定し た色に切 り 替わ り ます。

T02317J

T02193J
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保存確認 メ ッ セージ表示 ・ 非表示設定では、 波形データ を保存し ていない状態でデータ再生画面の
「CLOSE」 ボタ ンを ク リ ッ ク し た際に表示される保存確認 メ ッ セージ画面の表示 ・ 非表示を変更する こ と
ができ ます。

1. 波形観測画面で画面右下の 「MENU」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

メ ニューが表示されます。

保存確認メ ッ セージ表示 ・ 非表示設定

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

保存確認メ ッ セージ画面内のチ ェ ッ クボ ッ クスにレ点を付ける こ とによ って、 保存確認メ ッ セージ
画面を非表示にする こ と もできます。

T02511J

T02242J

T02439J
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2. メ ニュー内の 「SETTING」 を ク リ ッ ク し ます。

システム設定画面が表示されます。

3. システム設定画面で 「保存確認メ ッ セージを表示し ない」 左側のチ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ ク し、

「OK」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
波形観測画面に戻 り ます。
以降、 保存確認 メ ッ セージ画面は表示されません。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

保存確認メ ッ セージ画面を表示する場合は、 チ ェ ッ クボ ッ クスのレ点を外し て く だ さい。

T02809J
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波形描画設定では、 波形の描画方法を切 り 替え る こ と ができ ます。
パソ コ ンの画面上で波形画面を大き く 表示する と、 波形が粗 く 表示される こ と があ り ます。
このよ う な と きに波形表示を改善する こ と ができ ます。

1. 波形観測画面で画面右下の描画方法表示部右側の ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

プルダウ ン メ ニューが表示されます。

2. プルダウン メ ニューから描画方法を選択し ます。

波形観測画面の波形が設定し た描画方法に切 り 替わ り ます。

波形描画設定

T02318J

T02195J



3  パソ コ ン側オシロス コープ ソ フ ト の操作

- 87 -

パソ コ ン側オシ ロ ス コープソ フ ト のバージ ョ ン情報を表示する こ と ができ ます。

1. 波形観測画面で画面右下の 「MENU」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

メ ニューが表示されます。

2. メ ニュー内の 「VERSION」 を ク リ ッ ク し ます。

パソ コ ン側オシ ロ ス コープソ フ ト のバージ ョ ン情報表示画面が表示されます。

3. バージ ョ ン情報表示画面で 「OK」 を ク リ ッ ク し ます。

バージ ョ ン情報表示画面が閉じ ます。

3-8 パソ コ ン側オシロス コープ ソ フ ト のバージ ョ ン情報表示

T02242J

T02439J

T02320J
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4 こんな と きは

パソ コ ン側オシ ロ ス コープソ フ ト を使用中に画面が動かな く なった場合は、 以下の手順で対処し ます。

1. パソ コ ン側オシロスコープ ソ フ ト を終了し ます。

パソ コ ン側オシ ロ ス コープソ フ ト が終了し ない場合は、 ご購入店も し く は 寄 り の株式会社デン
ソーソ リ ューシ ョ ン までお問い合わせ く だ さい。

2. DST-i のモー ド スイ ッ チを OFF にし ます。

3. DST-i のモー ド スイ ッ チを ON にし て再起動し ます。

4. DST-i の起動手順 5 ～ 6 を実施し ます。

参照 ： P.9 DST-i の準備 （1 章 ご使用の前に／起動）

5. パソ コ ン側オシロスコープ ソ フ ト を再起動し ます。

再起動し て も画面のフ リ ーズが解消されない場合は、 パソ コ ンを再起動し た後、 上記手順 2 ～ 5
を実施し て く ださい。
パソ コ ンを再起動し て も画面のフ リ ーズが解消されない場合は、 ご購入店も し く は 寄 り の株式
会社デン ソーソ リ ューシ ョ ン までお問い合わせ く ださい。

4-1 使用中に動かな く なったら
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4-2 システム メ ッ セージが表示されたら

メ ッ セージ 確認内容

フ ァ イルを開 く こ とができません。

開こ う と し ている フ ァ イルは、 パソ コ ン側オシロスコープ ソ
フ ト または DST-i 側オシロス コープ ソ フ ト で保存し たデータ
ではあ り ません。
オシ ロ ス コープソ フ ト の保存データ を選択し直し て く ださい。

DST-i との接続に失敗し ま し た。
パソ コ ン と DST-i が接続されていません。
画面の メ ッ セージに従って作業し た後、 「再試行」 ボタ ンを ク
リ ッ ク し て く ださい。

DST-i との接続に失敗し ま し た。
計測を停止し ます。

計測データの記録中にパソ コ ン と DST-i の接続が絶たれま し
た。
そ こ までの記録された計測データ を保存し て、 パソ コ ン と
DST-i の接続状態を確認し て く だ さい。

DST-i との接続が途絶し ま し た。

パソ コ ンのメ モ リが不足し ています。
他にアプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト を使用し ている場合は終了し た
後、 「OK」 ボタ ンを ク リ ッ ク し て く ださい。
観測または計測を再開し、 再度同じ メ ッ セージが表示される
場合はパソ コ ンを再起動し て く だ さい。

DST-i が既に別のアプ リ ケーシ ョ ンから接
続されています。

パソ コ ン と DST-i を接続できません。
他に起動し ている アプ リ ケーシ ョ ンを終了し た後、 「OK」 ボ
タ ンを ク リ ッ ク し て く だ さい。
その後、 パソ コ ン側オシ ロ ス コープソ フ ト を起動し て く ださ
い。
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5 巻末資料

5-1 サンプ リ ングレー ト と時間レンジの関係

10ms/div 20ms/div 50ms/div 100ms/div 200ms/div 500ms/div 1s/div 2s/div 5s/div 10s/div

1.6kS/sec

3.2kS/sec

6.4kS/sec

16kS/sec

32kS/sec

64kS/sec

160kS/sec

320kS/sec

640kS/sec

： 設定可能

： 設定不可

5-2 サンプ リ ングレー ト と記録時間、 プ リ タ イムの関係

設定可能な記録時間 設定可能なプ リ タ イム

1.6kS/sec 1 分～ 40 時間 30 秒～ 20 分

3.2kS/sec 1 分～ 20 時間 30 秒～ 20 分

6.4kS/sec 1 分～ 10 時間 30 秒～ 20 分

16kS/sec 1 分～ 5 時間 30 秒～ 5 分

32kS/sec 1 分～ 2 時間 30 秒～ 2 分

64kS/sec 1 分～ 1 時間 30 秒～ 2 分

160kS/sec 13.1 秒

320kS/sec 6.5 秒

640kS/sec 3.2 秒

： 設定不可
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